












































































 専業農家 第一種兼業農家 第二種兼業農家 
1960 311 45 151 101 
1970 262 4 101 157 
1975 249 1 5 243 
1980 252 7 6 239 
1985 241 12 9 220 
1990 229 12 3 214 
販売農家 177 10 3 169 
1995 217 24 8 185 
販売農家 172 15 8 149 
2000 212       
販売農家 159 22 4 133 
2005販売 124 19 6 99 
2010販売 110 29 1 80 
（出所：農業センサス） 
表2 経営耕地面積規模別農家数（単位：戸） 
  0.3ha未満 0.3～0.5ha 0.5～1.0ha 1.0～2.0ha 2.0～3.0ha 3.0～5.0ha 5.0～10.0ha 
1960 49 64 157 34 2 5 - 
1970 32 75 136 19 0 0   
1975 45 71 123 10 0 0   
1980 41 69 120 18 1 2   
1985 39 77 100 20 3 1 1 
1990               
販売農家 * 77 90 11 2 1 - 
1995               
販売農家 * 82 77 10 1 2 - 
2000               
販売農家 * 68 74 13 1 3 - 
2005 1 51 56 14 0 3 1 
販売農家 - 51 56 14 0 3 - 
2010 1 47 44 14 3 2 1 



















  面積計 田 畑 樹園地 
1960 16,632 12,906 3,446 41 
1970 15,280 13,110 2,160 1 
1975 13,168 11,489 1,627 52 
1980 15,859 12,035 1,628 2,196 
1985 14,623 11,299 1,184 2,140 
1990 12,376 10,118 1,161 1,097 
販売農家 11,416 9,216 1,103 1,097 
1995 11,554 9,599 1,267 688 
販売農家 10,606 8,759 1,159 688 
2000 11,661 9,257 1,222 1,182 
販売農家 10,625 8,351 1,095 1,179 
2005 10,874 6,979 1,920 1,975 
販売農家 8,885 6,950 1,130 805 
2010 8,992 6,654 1,540 848 
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1990 12,376 10,118 1,161 1,097 
販売農家 11,416 9,216 1,103 1,097 
1995 11,554 9,599 1,267 688 
販売農家 10,606 8,759 1,159 688 
2000 11,661 9,257 1,222 1,182 
販売農家 10,625 8,351 1,095 1,179 
2005 10,874 6,979 1,920 1,975 
販売農家 8,885 6,950 1,130 805 
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  総計 
男 
計 15～29 30～39 40～59 60～64 65～ 
1960 1056 479     
1970 366 88 12 6 30 16 24 
1975 195 52 7 1 9 9 26 
1980 190 55 3 1 10 8 33 
1985 213 65 4 2 7 14 38 
1990 214 74 6 0 6 11 51 
販売農家 182 62 4 0 6 9 43 
1995 193 74 6 1 8 7 52 
販売農家 159 63 5 1 7 7 43 
2000               
販売農家 192 76 7 1 5 11 52 
2005販売 146 52 2 0 3 3 44 
2010販売 145 67 4 0 4 12 47 
 
  総計 女 
計 15～29 30～39 40～59 60～64 65～ 
1960 1056 577    
1970 366 278 26 52 116 39 45 
1975 195 143 8 10 70 20 35 
1980 190 135 9 6 49 23 48 
1985 213 148 4 4 55 25 60 
1990 214 140 4 4 36 26 70 
販売農家 182 120 4 2 31 23 60 
1995 193 119 4 3 16 24 72 
販売農家 159 96 2 2 14 23 55 
2000               
販売農家 192 116 5 1 15 17 78 
2005販売 146 80 3 4 8 11 68 




























































































































































































4.2 ブルーベリ  ー
 ブルーベリーは、能登町に「星空とブルーベリーの里」というキャッチコピーが掲げられてい
るように、今では能登町を代表する特産品となっている。柳田村の各お宅に伺った際も、お皿に
山盛りのブルーベリーが当たり前のように出されたことが印象的であった。柳田村は、能登半島
にありながら海に面していない中山間地、さらには過疎化が急激に進んでいたこともあり、柳田
村は早くからブルーベリーに注目していたそうだ。Hさんによると、30年程前から Jさんが筑波
大学から持ち帰った苗で石川県で初めてブルーベリーの栽培を始めた。本格的にブルーベリーの
採集が始まったのは20年程前（1995年ごろ）からである。柳田村では約90件が、ブルーベリー
栽培に関わっている。その中で、Kさん、Lさんの事例を紹介する。 
Kさん（重年、男性、66歳） 
日本ブルーベリー協会の理事長を務める。現在、ブルーベリーを100本程栽培しており、
ブルーベリーの栽培は、柳田村農業振興作物であったために、モデル農業の一環とし1989
年に始めた。ブルーベリーには大きく分けて野生のワイルドブルーベリー、ハイブッシュブ
ルーベリー、ラビットアイブルーベリーの3種があり、Kさんハイブッシュブルーベリーは
寒い地域に適したブルーベリーであるが水に弱いだめ、元々水田に植えていたが、水田だろ
3年程で枯れてしまった。それを改善するために1996年に渡米し、そこでヒントを得てチッ
プ栽培を考案した。腐りにくいリウニンという有機物を含む針葉樹のチップを用いる方法で
あり、10～15年は同じチップを使い続けることができる。Kさんは、北陸で唯一のブルーベ
リー栽培士として、このチップ栽培のノウハウを他の農家へ普及している。また、Kさんは
2011年3月までは兼業農家で、産業開発モデル農場長も務めていた（2005年の合併により、
モデル農場は2006年に「ふれあい公社」という名前に、さらに、2011年に「能登ブルーベ
リー普及センター」へ名前が変更された）。公社産業開発モデル農場では、果樹や野菜を試
験栽培しており、現在ワイルドブルーベリー、ハイブッシュブルーベリーラビットアイブル
ーベリーの3種をかけあわせて作った20種のブルーベリーを試験中である。試験は木が成
長するまでの4、5年と、結果がでるまでの4、5年の合わせて10年ほどかかる。この試験
結果がよければ新しい品種を農家に進める予定だそうだ。 
また、ブルーベリーは手摘みでの収穫が大変なので、1人が栽培できるのは100～150本で
ある。1人1人の栽培面積の平均は約80aである。柳田村では約90軒の農家がブルーベリー
栽培を行っており、その中で最大の農家は30aで600本のブルーベリーを栽培している。企
業としては1.3haで1500本のブルーベリーを栽培している柳田食産が最大である。柳田食産
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では能登町中のブルーベリーが集まり加工されている。 
Lさん（野田、男性、69歳） 
Lさんは、上で述べた「柳田食産株式会社」の代表を務めておられる。柳田食産は、柳田
村で採れたブルーベリーをワイン、ジャム、ゼリーなどに加工、販売している会社で、ワイ
ナリーの見学などもできる。ブルーベリーワインは、九州の焼酎屋に委託してブルーベリー
ワインを開発した。ブルーベリーは作れてもワインの製造の知識を持つ人が柳田にはいなか
ったため、委託の形をとった。 
柳田村では、年間約15トンのブルーベリーが採れるが、全て無農薬である。天候などに
よって取れ高は毎年大きく変化するため一定の出荷をすることが難しい。ブルーバリ―はハ
ウス栽培をしておらず、大規模農家もいない。ほとんどが20～30aくらいの小さな規模で栽
培している。柳田食産にブルーベリーを出荷している多くの農家が定年後の老人であるそう
だ。 
 
5．考察 
 以上、柳田村の農業の移り変わりである。上にも述べたように、柳田村では、戦後農業は個々
人で行うのではなく、家族ぐるみ地域ぐるみで営まれ、肥料や農具も原始なものを使って行われ
てきた。現在では、機械化や価値観の多様化が進み、時代の流れにともなって、柳田村の生業で
あった農業も衰退の傾向にある。しかし、お話を聞く中で村の実態を理解し、前向きな姿勢の声
も聞くことができた。請け負いを行っているBさん（笹川、男性、67歳）は、「できる限り田ん
ぼを続けていけるように地域で協力していかなければいけない」とおっしゃっていたが、このよ
うな考えは、かつで行われていた「結」にみられるような、家族で地域で助け合っていくのが当
たり前の精神のようなものからくるのではないかと思う。柳田村は、かつて農業に村のほとんど
の人がなんらかの形で関わり、農業に関わり合いながら暮らしてきたからこそ、農業における精
神や暮らしぶりが、そのまま柳田村の精神や暮らしぶりになっているのではないか。村の今後さ
らに請け負いの重要性は増してくると予想されるが、このような精神を活かして家族ぐるみ地域
ぐるみで柳田の農業を守っていってほしい。それが、4.1で述べたように、農業を続けること自体
が生きがいとなるのだろう。さらに、農業の衰退は、たくさんの地域で問題になっているが、柳
田村では早くから“ブルーベリ ”ーに着目していたという特徴がある。このような強みをもつ柳田
村の農業の今後に期待できると思う。 
 
6．おわりに 
 今回の調査実習では、柳田村の方々の素朴な人柄と温かさを大いに感じることができた。よそ
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者であるわたしたちが、いきなり柳田村にお邪魔して、話をきちんと聞かせてもらえるのだろう
かと緊張していたが、優しく迎え入れてくださったので、自分自身としても楽しんで調査を終え
ることができた。聞き取りに伺ったお宅では、しまってある古い農具を持ってきていただいたり、
納屋を見せていただいたりと調査に協力的でみなさんのおかげで、充実した調査実習になった。
最後に、お忙しい中調査に協力してくださった柳田村のみなさんに心からの感謝を申し上げたい。
本当にありがとうございました。 
 
 
 
 
 
注 
1 第一種兼業農家とは、農業所得を主とする兼業農家のこと 
2 第二種兼業農家とは、農業所得を従とする兼業農家のこと 
3 販売農家とは耕地面積が30ａ以上または農産物販売金額が50万以上の農家を指す。 
4 刈り取った稲の束を「はざ木」という棚にかけ、天日干しする伝統的な乾燥技術 
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